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北里大学医療衛生学部 半期の主なニュースと魅力を満載！！
2019年11月1日 発行

北里大学
医療衛生学部
ニュース

Vol.25

学
部
か
ら
は
、
川
崎
健
夫
先
生
が「
基
礎
科
学
と

応
用
科
学
」と
題
し
て
、
分
か
り
易
い
素
晴
ら
し

い
講
演
が
あ
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
式
典
で
は
、小
林
理
事
長
の
ご
挨
拶

に
始
ま
り
、
大
村 

智
先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
い

た
の
ち
に
、両
学
部
か
ら
所
縁
の
あ
る
ご
来
賓
か

ら
祝
辞
を
頂
き
、
本
学
部
関
係
者
と
し
て
、
元
学

部
長
渡
辺 

敏
先
生
、
藤
田
医
科
大
学
金
田
嘉
清

先
生
か
ら
素
晴
ら
し
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
第
三
部
の
祝
賀
会
で
は
、
柴 

忠
義
元
理
事
長

の
祝
辞
に
始
ま
り
、伊
藤
学
長
の
乾
杯
で
華
や
か

に
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、開
設
当
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
し
懐
古
に
浸
り
、歴
代
両
学
部
長
記
念
撮
影
や

両
同
窓
会
長
、
沼
上
清
彦
先
生
、
小
林
隆
幸
先
生

か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
の
ち
に
、北
里
大
学
学
生

歌
、
北
里
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
、
名
残
り
惜
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
記
念
品
と
し
て
、秋
田
久
直
先
生
を
委
員
長
と

し
て
作
成
し
た
力
作
の
医
療
衛
生
学
部
創
立
25

周
年
記
念
誌
、
柴
三
郎
生
誕
の
地
、
由
来
の
小
国

杉
で
作
っ
た
記
念
ウ
ッ
ド
プ
レ
ー
ト
、同
窓
会
よ

り
日
本
酒
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、可
愛
い
記
念
の 

お
猪
口
も
添
え
ま
し
た
。

　
最
後
は
、皆
さ
ん
と
そ
し
て
幹
事
で
記
念
写
真

を
撮
り
、感
慨
に
浸
り
ま
し
た
。

北里大学理学部・医療衛生学部
創立25周年記念行事を終えて

　医療衛生学部
　学部長

北里　英郎

　
両
学
部
創
立
25
周
年
の
記
念
講
演
会
、記
念
式

典
、記
念
祝
賀
会
が
２
０
１
９
年
4
月
20
日
に
新

横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
部
の
講
演
会
で
は
、医
療
衛
生
学
部
か
ら

高
平
尚
伸
先
生
が
、「
人
間
社
会
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
応
用
―
ロ
ボ
ッ
ト
Ａ
Ｉ
戦
略
」と
題
し
て
、
理

　
両
学
部
創
立
25
周
年
の
記
念
講
演
会
、記
念
式

典
、記
念
祝
賀
会
が
２
０
１
９
年
4
月
20
日
に
新

横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

高平尚伸先生の講演

歴代学部長 左から渡辺 敏先生、向野和雄先生、齋藤豊和先生、石原和彦先生、北里英郎先生

記念品　左から「ウッドプレート」「お猪口」「日本酒（同窓会）」
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Information

■
新
た
な
国
際
交
流
︱【
台
湾
国
立
成
功
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
】

特　集
　
こ
の
度「
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
医
療
を
志
向
す
る
学
部
教

育
基
盤
の
醸
成
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

し
て
学
長
助
成
金
を
い
た
だ
き
、日
本
同
様

に
高
齢
化
が
著
し
く
、北
里
大
学
と
組
織
構

成
が
類
似
し
て
い
る
台
湾
の
国
立
大
学
で
あ

る
成
功
大
学
と
様
々
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
交
流
の
第
一
歩
と
し
て
、
成
功
大

学
医
学
部
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。調
印
式
に
は
、北
里
英
郎
学
部
長
、

清
和
成
国
際
交
流
委
員
長
の
ほ
か
、深
瀬
裕

子
准
教
授（
健
康
科
学
科
）、神
谷
健
太
郎
准

教
授（
理
学
療
法
学
専
攻
）、黒
崎
祥
史
助
教

（
臨
床
検
査
学
科
）、高
橋 (

作
業
療
法
学
専

攻)

が
出
席
し
、
学
科
毎
に
研
究
室
や
病
院

を
見
学
し
な
が
ら
、教
育
や
研
究
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流

に
関
わ
る
事
務
職
員
も
同
行
し
、成
功
大
学

医
学
部
国
際
部
の
方
々
と
情
報
交
換
を
行
い
、

今
後
の
留
学
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
台
湾
で
は
外

国
人
労
働
者
を
介
護
の
た
め
に
雇
用
す
る
家

族
が
多
い
が
、日
本
は
家
族
が
介
護
す
る
こ

と
が
暗
黙
の
了
解
で
あ
る
な
ど
、医
療
従
事

者
と
し
て
患
者
の
持
つ
文
化
的
背
景
を
考
慮

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
な
医
療
」と
は
、
医
療
的
ケ
ア
に
頼
ら
ず

と
も
、地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
自
ら
健
康

状
態
を
維
持
・
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、そ
の
中
心
的
役
割
を

果
た
す
の
が
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
で
す
。特
に
、

新
し
い
国
家
資
格
で
あ
る
公
認
心
理
師
は
、

患
者
・
家
族
・
関
係
者
の
心
理
的
支
援
を
行

う
た
め
、サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
医
療
に
お
け

る
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。来
年
3
月
に
実
施
さ
れ
る
国
際
チ
ー
ム

医
療
演
習
に
は
、成
功
大
学
か
ら
作
業
療
法

学
科
お
よ
び
臨
床
心
理
学
科
の
学
生
も
参
加

い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
学
部
生
の
皆
様
も
国
際

チ
ー
ム
医
療
演
習
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
医
療
に
つ
い
て
共
に
考
え

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

え
る
良
い
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
交
流
協
定
に
よ
り
、さ
ら
に
発
展
的
で

分
野
横
断
的
な
学
部
教
育
の
基
盤
を
築
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
作
業
療
法
学
専
攻
で
は「
国
際

チ
ー
ム
医
療
演
習
実
践
版
」と
し
て
、
学
生

3
名
を
互
い
の
大
学
に
1
週
間
派
遣
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
病
院
に
て
実
際
に
脳
卒
中
患

者
を
担
当
し
、退
院
支
援
と
退
院
後
の
支
援

計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
医
療
制
度（
特
に
介
護

保
険
）の
違
い
に
よ
っ
て
、
退
院
後
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
、ま
た
地

域
で
の
生
活
様
式
の
違
い
に
つ
い
て
多
く
の北里大学・成功大学の協定調印式にて

さらなる交流の可能性が広がります

成功大学病院で症例の作業療法場面に参加

リハビリテーション学科
作業療法学専攻
　 教授

髙橋　香代子
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AHS  topics ( Campus Life )

■
新
校
舎
ご
案
内
【
２
０
２
０
年
９
月
よ
り
新
校
舎
で
の
授
業
ス
タ
ー
ト
】

トピック

動物舎

事務室

臨床心理
相談センター

情報処理
ラック室

情報演習室（１）

男子更衣室

ＲＩ実験室

会議室

面
談
室

倉
庫

可動
間仕切り

学部長
室
講師控
室

小会議室

女子更衣室

Ｃ
Ｅ
実
習
室

学
生
ロ
ッ
カ
ー
室

学
生
ラ
ウ
ン
ジ

学
生
ラ
ウ
ン
ジ

エントランス
ロビー

展示コーナー

自販機
コーナー

講義室

講義室

講義室

講義室

講義室

多目的講義室

多目的講義室

多目的講義室

学生自習室

講義室

講義室

講義室

講義室

Ａ３号館

動物舎

事務室

臨床心理
相談センター

情報処理
ラック室

情報演習室（１）

男子更衣室

ＲＩ実験室

会議室

面
談
室

倉
庫

可動
間仕切り

学部長
室
講師控
室

小会議室

女子更衣室

Ｃ
Ｅ
実
習
室

学
生
ロ
ッ
カ
ー
室

学
生
ラ
ウ
ン
ジ

学
生
ラ
ウ
ン
ジ

エントランス
ロビー

展示コーナー

自販機
コーナー

講義室

講義室

講義室

講義室

講義室

多目的講義室

多目的講義室

多目的講義室

学生自習室

講義室

講義室

講義室

講義室

Ａ３号館

CE
医療安全工学

研究室

医療系研究科
医学物理士養成コース

ML 細胞検査士
養成コース

ML
臨床細胞学

研究室 ML
微生物学
研究室

ML
臨床検査学

研究室

ML
臨床化学
研究室

ML
臨床生理学

研究室

共有セミナー室

P2・P3 実験室

ML
免疫学
研究室

ML
血液学
研究室

ML
実習室

学生
ラウンジ

学生
ラウンジ

ML
実習室

ML
実習室

ML
実習室

ML
病理学
研究室

CE
医療電子工学

研究室

CE
生体工学
研究室

CE
臨床工学
研究室

HYGGE &
Seminar room

同窓会
事務室

CE
医療安全工学

研究室

医療系研究科
医学物理士養成コース

ML 細胞検査士
養成コース

ML
臨床細胞学

研究室 ML
微生物学
研究室

ML
臨床検査学

研究室

ML
臨床化学
研究室

ML
臨床生理学

研究室

共有セミナー室

P2・P3 実験室

ML
免疫学
研究室

ML
血液学
研究室

ML
実習室

学生
ラウンジ

学生
ラウンジ

ML
実習室

ML
実習室

ML
実習室

ML
病理学
研究室

CE
医療電子工学

研究室

CE
生体工学
研究室

CE
臨床工学
研究室

HYGGE &
Seminar room

同窓会
事務室

　
医
療
衛
生
学
部
新
校
舎
建
設
工
事
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
と

工
事
関
係
者
様
の
お
か
げ
で
、工
事
は
順

調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。本
日
は
こ
の
場

を
借
り
て
、
新
校
舎
の“
内
側
”に
つ
い

て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
校
舎
は
6
F
建
て
、2
F
は
講
義

室
エ
リ
ア
、
3
～
6
F
は
研
究
室
と
実

習
室
の
エ
リ
ア
で
す
。1
F
に
は
動
物
舎

や
医
療
系
研
究
科
の
臨
床
心
理
相
談
セ
ン

タ
ー
も
併
設
さ
れ
、
事
務
エ
リ
ア
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
や
更
衣
室
付
き

学
生
ロ
ッ
カ
ー
室
な
ど
、木
目
調
の
明
る

い
作
り
に
な
る
予
定
で
す
。女
子
に
う
れ

し
い
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
予

定
で
す
よ
。

　
2
0
2
0
年
6
月
末
に
竣
工
し
、9
月

か
ら
は
ピ
カ
ピ
カ
の
校
舎
で
授
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
入
れ
替
わ
り
に
、
Ａ
３

号
館
は
9
月
か
ら
改
修
工
事
が
本
格
的
に

始
ま
り
、2
0
2
1
年
4
月
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。す
べ
て
の

工
事
完
了
後
、
Ａ
１
号
館
は
長
い
役
目
を

終
え
、解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

半
年
間
は
新
校
舎
、
Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ａ

３
号
館
と
4
つ
の
建
物
で
運
営
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
補
佐　
阿
部
祥
子
）

３階平面図4階平面図5階平面図6階平面図

1階平面図2階平面図

学生
ラウンジ

学生
ラウンジ

HS
環境衛生学

研究室

BM
病態生化学

研究室

BM
生理学
研究室

BM
薬理学
研究室

再生医療・細胞
デザイン
研究施設

BM
解剖・組織学

研究室

BM
医療情報学

研究室

CE・BM
実習室

BM
実習室

情報演習室
（2）

HS
公衆衛生学

研究室

HS
精神保健学

研究室 HS
衛生管理学

研究室
HS 水処理実験室

医療系研究科
研究室

医療系研究科
研究室

医療系研究科
ゼミ室

医療系研究科
ゼミ室

教授室 1
教授室 2

教授室 3

大
学
院
生
居
室

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

HS 粉じん実験室

HS
実習室

HS
実習室

HYGGE &
Seminar room

学生
ラウンジ

学生
ラウンジ

HS
環境衛生学

研究室

BM
病態生化学

研究室

BM
生理学
研究室

BM
薬理学
研究室

再生医療・細胞
デザイン
研究施設

BM
解剖・組織学

研究室

BM
医療情報学

研究室

CE・BM
実習室

BM
実習室

情報演習室
（2）

HS
公衆衛生学

研究室

HS
精神保健学

研究室 HS
衛生管理学

研究室
HS 水処理実験室

医療系研究科
研究室

医療系研究科
研究室

医療系研究科
ゼミ室

医療系研究科
ゼミ室

教授室 1
教授室 2

教授室 3

大
学
院
生
居
室

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

HS 粉じん実験室

HS
実習室

HS
実習室

HYGGE &
Seminar room
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■
診
療
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

3
次
元
ゲ
ル
線
量
計
の

臨
床
導
入
へ
向
け
て

　
近
年
、放
射
線
治
療
の
照
射
技
術
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
進
歩
に
伴
い
、飛

躍
的
に
高
度
化
し
て
い
ま
す
。強
度
変
調
放

射
線
治
療
や
定
位
放
射
線
照
射
を
代
表
と

す
る
高
精
度
放
射
線
治
療
が
、多
く
の
治
療

施
設
で
実
施
さ
れ
、高
い
治
療
効
果
を
得
て

い
ま
す
。し
か
し
、照
射
技
術
の
高
度
化
は
、

装
置
の
動
作
や
操
作
方
法
の
複
雑
さ
を
招
き
、

医
療
事
故
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　
現
在
、我
々
は
次
世
代
の
線
量
計
で
あ
る

3
次
元
ゲ
ル
線
量
計
の
研
究
を
遂
行
し
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ポ
リ

マ
ー
ゲ
ル
線
量
計
、
色
素
ゲ
ル
線
量
計
、
お

よ
び
蛍
光
ゲ
ル
線
量
計
が
あ
り
ま
す
。3
次

元
ゲ
ル
線
量
計
は
放
射
線
感
受
性
物
質
を
含

む
水
溶
液
を
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
の
ゲ
ル
化
剤
で

固
化
し
た
化
学
線
量
計
で
す
。放
射
線
照
射

に
よ
り
生
じ
た
生
成
物
は
、ゲ
ル
マ
ト
リ
ク

ス
に
よ
り
3
次
元
的
に
保
持
さ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

や
光
学
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
っ
て
、3
次
元
線
量

分
布
の
取
得
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
読
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、理
学
部
化
学
科
の
前
山
拓
哉
先
生
、

同
専
攻
の
水
上
慎
也
先
生
、お
よ
び
学
生
の

皆
さ
ん
と
共
に
、高
精
度
放
射
線
治
療
に
お

け
る
照
射
精
度
を
正
確
に
評
価
し
、そ
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
品
質
管
理
ツ
ー
ル

と
し
て
、3
次
元
ゲ
ル
線
量
計
の
臨
床
導
入

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 医療工学科
 診療放射線技術科学専攻
　　講師

渡邉　祐介

放
射
線
治
療
の
質
と
安
全
性
の
確
保

研　究

■
免
疫
学

　
皆
さ
ん
は
南
米
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？ 

　

私
は
こ
こ
数
年
間
で
エ
ク
ア
ド
ル
と
ペ

ル
ー
に
2
回
ず
つ
行
っ
て
き
ま
し
た
。あ
る

昆
虫
を
捕
ま
え
る
た
め
に
、僻
地
の
民
家
周

辺
や
森
へ
赴
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
昆
虫

を
、白
い
布
に
光
を
あ
て
る
仕
掛
け
で
お
び

き
寄
せ
た
り
、自
分
の
腕
や
足
を
む
き
出
し

に
し
て
血
を
吸
い
に
来
る
の
を
待
つ
の
で
す
。

　
私
の
血
を
吸
い
に
来
る
昆
虫
、そ
の
名
は

サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
。体
長
約
3
ミ
リ
の
小
さ

な
虫
で
、私
に
取
り
付
い
た
と
こ
ろ
を
吸
虫

管
と
い
う
道
具
で
捕
ま
え
ま
す
。
実
は
、
雌

の
サ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
の
お
腹
に
リ
ー
シ
ュ
マ

ニ
ア
原
虫
と
い
う
寄
生
虫
が
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
原
虫
は
、
雌
が
動
物
や
人
間

の
血
を
吸
う
機
会
を
待
ち
構
え
、吸
血
時
に

動
物
や
人
間
の
体
内
に
侵
入
し
、リ
ー
シ
ュ

マ
ニ
ア
症
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。こ
の
感

染
症
に
は
異
な
る
3
つ
の
病
態（
①
皮
膚
の

潰
瘍
、
②
脾
臓
や
肝
臓
の
腫
脹
、
③
口
や
鼻

の
粘
膜
の
崩
落
）が
あ
り
、世
界
90
ヶ
国
以
上

で
こ
の
病
気
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

今
年
は
ペ
ル
ー
で
原
虫
を
捕
ら
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中

の
宿
は
、
た
い
て
い
水
の
シ
ャ
ワ
ー
。
そ
の

水
が
し
ば
し
ば
濁
っ
て
い
る
こ
と
も
。飲
め

ば
絶
対
に
お
腹
を
壊
し
ま
す
。調
査
地
の
斜

面
で
足
を
滑
ら
せ
、10
メ
ー
ト
ル
近
く
滑
落

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
苦
労
が

あ
っ
て
も
、
壮
大
で
美
し
い
風
景
、
特
に
満

天
に
輝
く
星
空
は
圧
巻
で
す
。こ
れ
ら
の
魅

力
を
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
、ぜ
ひ
私
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

医療検査学科免疫学
　　講師

久保　　誠

リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
・
ハ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
私

研　究

ペルーのサシチョウバエ採集地で

ポリマーゲル線量計を作製している様子

吸血中のサシチョウバエ
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作
業
療
法
学
専
攻
へ
の着

任
に
あ
た
り

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
　
作
業
療
法
学
専
攻

教
　
授
　
　
今
井
　
忠
則

　

２
０
１
９
年
9
月
1
日
よ
り
作
業
療
法
学（
Ｏ
Ｔ
）

専
攻
の
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
１
９
９
４
年
に
本
学
Ｏ
Ｔ
専
攻
１
期
生
と
し

て
入
学
し
ま
し
た
。当
時
は
Ｏ
Ｔ
の
４
年
制
教
育
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
国
公
立
に
続
い
て
初
の
私
立
大
学

で
し
た
。
入
学
式
で
は
、
海
外
の
派
手
な
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ガ
ウ
ン
を
纏
っ
た
当
時
の
鈴
木
明
子
教
授
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。卒
後
は
県
内
で
の
臨
床
を
経
て
、

茨
城
県
立
医
療
大
学
、群
馬
大
学
で
教
育
・
研
究
を
経

験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。研
究
は「
生
き
が
い
」や「
介

護
予
防
」、「
作
業
参
加
」と
い
っ
た
領
域
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
に
は「
作
業
療
法
の
専
門

性
と
そ
の
科
学
的
根
拠
」と
い
う
問
い
が
常
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
学
生
時
代
か
ら
の
疑
問
で
、
一
時
は
進

路
に
も
迷
い
ま
し
た
が
、私
の
場
合
は
結
果
的
に
そ
れ

を
研
究
で
解
明
す
る
方
向
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。今
で

は
Ｏ
Ｔ
の
専
門
性
と
可
能
性
に
確
信
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、同
様
の
疑
問
で
悩
む
学
生
の
気
持
ち
は
よ
く
理
解

で
き
ま
す
。
今
後
は
、
学
部
教
育
に
加
え
て
大
学
院
教

育
の
充
実
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出身：大阪府（中学まで）と山口県
略歴：�本学卒業、筑波大学大学院人

間総合科学研究科博士課程修
了、博士（学術）

趣味：温泉（湯治文化系）など

新任教職員紹介

北
里
大
学 

医
療
衛
生
学
部

着
任
の
ご
挨
拶

出身：神奈川県茅ケ崎市。略歴：独
立行政法人大学改革支援・学位授与
機構より学士（保健衛生学）。北里大
学大学院医療系研究科医科学専攻課
程修了、修士（医科学）。北里研究所
病院診療技術部中央放射線科および
北里大学東病院放射線部（北里大学
病院兼務）勤務を経て着任。趣味：
庭のDIY、育児（自称イクメン）

医
療
工
学
科
　
診
療
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

　
助
　
教
　
　
安
冨
　
蔵
人

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
よ
り
、医
療
衛
生
学
部
医
療

工
学
科
診
療
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
の
助
教
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
に
北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
北
里

大
学
北
里
研
究
所
病
院
に
入
職
し
、
２
０
１
１
年
よ
り

主
任
昇
格
、そ
の
後
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
異
動
し
て
、

北
里
大
学
東
病
院
お
よ
び
北
里
大
学
病
院
に
て
、現
在

ま
で
に
臨
床
で
は
１
５
年
以
上
従
事
し
て
、こ
の
度
同

専
攻
へ
移
籍
し
て
参
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
主
に
核
医

学
部
門
で
従
事
し
、そ
の
傍
ら
核
医
学
に
係
る
研
究
お

よ
び
学
会
発
表
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
教
育
分

野
に
も
係
り
、大
学
学
部
兼
任
教
員
や
他
機
関
に
お
い

て
も
非
常
勤
講
師
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
担
当
さ
せ

て
頂
き
、診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
様
々
な
分
野
や
領

域
に
お
い
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
時
の
教
育
に

係
る
経
験
が
遣
り
甲
斐
と
な
り
、教
員
を
志
す
一
因
に

な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
経
験
と
自
ら
の
考
え
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
し
、次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
り
、医
療
へ
の
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
の
下
、
教
員
と
し
て
成
長
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

出　身：神奈川県
勤務歴：�1980（昭和55）年4月入職
　　　　�大学病院事務部（管理課・医事課・

職員課・資材課）、管財部、人事部、
獣医学部、理学部、臨床研究機構、
大学病院臨床研究部

趣　味：ゴルフ、将棋観戦

医
療
衛
生
学
部

事
務
長
　
　
渡
辺
　
政
茂

　
２
０
１
９（
令
和
元
）年
7
月
1
日
付
人
事
異
動
で

大
野
事
務
長
の
後
任
と
し
て
医
療
衛
生
学
部
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。伝
統
の
襷
を
受
け
取
り

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
現
在
、新
Ａ
号
館
新
築
・
Ａ
３
号
館
改
修
計
画
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
円
滑
に

進
捗
し
無
事
に
完
了
で
き
る
よ
う
、
学
部
長
は
じ
め
、

学
部
の
先
生
方
や
事
務
室
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
職
責
を
果
た
す
所
存
で
す
。「
組
織
は
人
な

り
」の
考
え
方
の
も
と
、「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」思

考
ス
タ
イ
ル
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、加
齢
に
負
け

ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
た
な
時
代「
令
和
」の
ス
タ
ー
ト
年
と
と
も
に
医

療
衛
生
学
部
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
い
う
必
然
を
肝
に

銘
じ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
と
と
も
に
力
強
く
着
実
に
進

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
指
導
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　昨年まで「○○倶楽部」という名前のつく懇和会を
継続的に開催してまいりました。が、今年は「アイロ
ン→ムシ」に変更です。昔はムシ取りが好きで野山を
駆けまわっていましたが、相模原に越してからムシと
の遭遇はありませんでした。ひょんなことから意気投
合したムシの生態に詳しい野﨑さんに「相模原にもム
シがたくさんいるんですよ。」と諭され、日頃勉学に忙
しく、自然に触れる機会が少ない学生と確かめてみた
いと思い立ちました。開催当日、なんと昼食をスキッ
プした野﨑さんが一足先にフィールドへ。ムシをそそ
のかすためのトラップを仕込み、準備万端。さあ、こ
もれびの森へ出陣です(柴)。
　トラップは、バナナ・砂糖・焼酎を混ぜたものにイー
スト菌を加え、発酵させた一般的？なものを使用しまし
た。直前のゲリラ豪雨の影響かトラップの成果は期待し
たほどではなかったものの、コクワガタやカミキリムシ
の仲間などを確認できました。併せて、こもれびの森の
成り立ちについてレクチャーを行い、普段意識すること
の無い北里大学周辺の自然環境について理解を深めま
した(野﨑)。
　反省会は調査の一部です。大野駅界隈に所を移し、ム
シ？談義に花をさかせ、楽しい一時を学生と過ごしまし
た。学生の皆さ
んや先生方、来
年一緒に「○○
倶楽部」に参加
しませんか！？

　みなさんは珈琲にどのようなイメージを持っていま
すか？「苦いもの」「勉強前にカフェインを摂取するため
のもの」。珈琲を飲めるようになってから日の浅い学生
さんたちはそう思っていることでしょう。
　珈琲の「味わい」は昔から酸味と苦味のバランスで表
されますが、甘みや旨味を強く感じるものもあります。
珈琲の楽しみはこの味わいの他に、「色」や「香り」があ
ります。実は近年、珈琲の栽培・品種改良は目まぐるし
く進んでおり、珈琲の香りがベリー系やナッツ系、オレ
ンジの花の香りなど多彩な表現方法で評価される豆が
多く出回るようになりました。
　新たな知識を得ることはとても楽しいことで、特に
五感で体感できることほど刺激的で楽しさが増します。

「日々勉強」と言われますが、それは今自身の取り組ん
でいることに興味を持つことそのもので、その姿勢その
ものが人生に役立っていきます。私の懇和会「珈琲を学
ぶ」では、自分の身の回りに常にあって、またただの飲
み物として認識している珈琲に改めて目を向けてみて、
その奥深さを知る楽しさを発見できるように工夫して
います。来年度も珈琲に興味を持ち始めた学生さんの
参加をお待ちしています。

AHS News

●学 生 生 活 紹 介　懇　和　会
物事を探究する面白さとは

〜知る楽しみがここにある〜
医療検査学科
微生物学　
　助教　　前花　祥太郎

懇和会風景。相模大野「てらす珈琲」にて

•⃝ここでお知らせ⃝•
この記事を見て「てらす珈琲」に来店していただいた職員の方限定
店主に『前花の同僚です！』でお得なサービス
数量限定ですので、お早めにどうぞ。
https://terasu.net

○○倶楽部への誘い

　リハビリテーション学科
　理学療法学専攻　
　講師　　柴　　喜崇

学生課　
　野﨑　誉也
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●お薦めしたい
この1冊この1枚この1本

邦題：イエスマン”YES”は人生の
　　　パスワード（「洋題 」Yes Man,）
配給：ワーナーブラザーズ（2008年公開）

日々の生活に疲れたあなたにオススメ！
“YES“は人生のパスワード.

　映画はもちろん、映画館で食べるポップコーンには目
がありません。さて、私がお勧めするのは頭を空っぽに
して楽しむ、気分転換にはもってこいのこの一本。
　ハリウッド界きってのコメディアン、ジム・キャリーが
演じる何をやってもうまくいかない、“NO！”が口癖の男
カールが、自己啓発セミナーで出会った全ての質問に
“YES”と答える教えを実践することで、痛い目に合いな
がらも彼の人生が好転していく様子を描いた、笑いあり
涙ありのハートフルドタバタコメディーです。
　楽しむ映画であって、この教えに従えばなんでも良い
方向に進むわけではありません。とはいえ何かを学ぶの
であれば、それはおそらく自己犠牲心と意思表示、それ
から全てのことに挑戦する大切さ。生来のYESマン、指
示待ち人間と言われる現代日本人や若者（私もその一
人）には、違った意味で見習うところがあるような。人任
せになっている事に挑戦してみたり、たまには自分の意
見を通してみたり、いつもと違ったことをするだけで何か
世界が変わるかもしれません。最後にこの映画の原作著
書 ”Yes Man”
は、英国BBCラ
ジオ・ディレク
ター、ダニー・
ウォレス 氏 の
“実体験”に基づ
いて執筆された
とのこと。はて
さて。

健康科学科
環境衛生学
　助教　　亀井　　樹

愛犬とゆっくりアメリカンな雰囲気で食事は
如何ですか？

　相模原市役所にほど
近いところに少しレトロ
な感じでアメリカンダイ
ナー、デモデヘブンがあ
ります。店内のインテリ
ア、BGM、そして高い天
井は、古き良きアメリカ
を感じさせます。そして
お店の壁には歴代の大統

領がピザを食べている絵も飾られています。料理はハ
ンバーガー、ステーキ、ロコモコなどなど種類も豊富
で、サイズは勿論、アメリカンです。ドリンクでもブ
ルームーン（ビールです。）やルートビア（ソフトドリ
ンクです。）などアメリカを感じます。まずはボリュー
ム満点で種類も豊富なハンバーガーをお勧めします。
特に、アボカドチーズバーガーは、クリーミーさが加
わり美味しいです。そして愛犬家の方には嬉しくテラ
スだけでなく店内も一部のエリアで犬同伴が許され
ています。外食をしたいけど犬がいるからな、アメリ
カンな雰囲気と料理を味わいたいな、と思っている方、
是非一度、足を運んでみてください。舌もお腹も心も
満たされると思います。駐車場もお店の裏にあります。

店名：DEMODE HEAVEN SAGAMIHARA
相模原市中央区中央1-10-14
TEL.042-758-6669
品名：アボカドチーズバーガー

基礎医学部門
生理学
　講師　　緒形　雅則

●わたしが選ぶ
  この店この一品
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後
記

　
「
4
年
に
一
度
じ
ゃ
な
い
。

一
生
に
一
度
だ
︱O

N
C

E  
IN

 A
 LIFE TIM

E

︱
」の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

日
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
伝
統
国
以
外
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
初

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
の
お
も
て
な
し
、ま
た

参
加
選
手
の
心
温
ま
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
試
合
外

で
も
話
題
が
豊
富
な
素
晴
ら

し
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
試

合
後
、敵
見
方
が
な
い
ノ
ー

サ
イ
ド
精
神
、さ
ら
に
ラ
グ

ビ
ー
の
持
つ
品
位
、情
熱
、結

束
、規
律
、尊
重
と
い
う
精
神

は
、
我
々
科
学
者
に
と
っ
て

も
大
変
重
要
な
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
伝
統
と
新
し

い
文
化
が
融
合
す
る
と
、こ

の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
も
の

が
出
来
、我
々
も
是
非
見
習

い
た
い
も
の
で
す
。A
H
S 

25
号
お
楽
し
み
下
さ
い
。

学
部
か
ら
は
、
川
崎
健
夫
先
生
が「
基
礎
科
学
と

応
用
科
学
」と
題
し
て
、
分
か
り
易
い
素
晴
ら
し

い
講
演
が
あ
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
式
典
で
は
、小
林
理
事
長
の
ご
挨
拶

に
始
ま
り
、
大
村 

智
先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
い

た
の
ち
に
、両
学
部
か
ら
所
縁
の
あ
る
ご
来
賓
か

ら
祝
辞
を
頂
き
、
本
学
部
関
係
者
と
し
て
、
元
学

部
長
渡
辺 

敏
先
生
、
藤
田
医
科
大
学
金
田
嘉
清

先
生
か
ら
素
晴
ら
し
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
第
三
部
の
祝
賀
会
で
は
、
柴 

忠
義
元
理
事
長

の
祝
辞
に
始
ま
り
、伊
藤
学
長
の
乾
杯
で
華
や
か

に
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、開
設
当
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

宮城に来てけさいん
　宮城県には1年
を通して楽しめる
観光スポットが多
くあります。春は
大河原町の一目千
本桜、夏は仙台七
夕祭り・前夜祭の
花火大会、秋は栗
駒山・鳴子峡の紅
葉、冬はSENDAI

光のページェント・蔵王の樹氷が有名です。今挙げた以外にもたくさ
ん素敵な場所があります。個人的には、冬の宮城県が大好きです。私の
ふるさと松島町のシンボル五大堂も雪をかぶると、いつもの10倍素敵
に見えます。
　また、1年中美味しいものが食べられる宮城県ですが、冬は特に美味
しい食べ物が多いです。おすすめは、松島湾で獲れた牡蠣です。小ぶり
ですが、うまみがぎっしり詰まっていて、何個でも食べることができま
す。牡蠣鍋・牡蠣ご飯・カキフライと様々な食べ方がありますが、焼き
牡蠣（殻付き）で食べるのが1番美味しいと思っています。磯の香りを
感じることができる上、焼いたときに出る汁がとてもおいしいです。
　牡蠣以外にも、冬には、ハゼの雑煮やはらこ飯（鮭のアラで炊いたご
飯の上に鮭の身とイクラを乗せたもの）を食べることができます。
　東京駅から最
短1時 間30分
で宮城県に行く
ことができます
ので、是非一度
訪れていただけ
たら幸いです。

丹野さんのお国自慢！！
●宮城編

総務課
丹野　あゆみ

★

　
両
学
部
創
立
25
周
年
の
記
念
講
演
会
、記
念
式

典
、記
念
祝
賀
会
が
２
０
１
９
年
4
月
20
日
に
新

横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
部
の
講
演
会
で
は
、医
療
衛
生
学
部
か
ら

高
平
尚
伸
先
生
が
、「
人
間
社
会
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
応
用
―
ロ
ボ
ッ
ト
Ａ
Ｉ
戦
略
」と
題
し
て
、
理

雪の日の五大堂

焼き牡蠣

　いよいよ新A号館は6階まで建ち上がり
ました。このスピード感、偏に工事関係者
の皆様のおかげです。我々が寝ぼけ眼を擦
りながらキャンパスに入ってくる頃、既に
火がついたようにお仕事をされている工事
関係者の皆様の姿には、ただただ頭が下が
ります。どうにか工事関係者の皆様に感謝
の気持ちを伝えられないかと思いついたの
が横断幕でした。北里先生にご賛同いただ
き、工事現場からよく見える２階の学生ラ
ウンジに貼りました。ある日黄色に黒い文
字といういかにも「工事現場」らしい目立
つカラーリングのお返事を見つけた時は胸
が踊りました。医療衛生学部一同、完成を
楽しみにしております!!

キャンパス ちょっといい話!!エール交換（藤澤梨佳）
ファイト一発!!
頑張ります!!

：
）

工事関係者の皆様いつもありがとうございます。
暑いので熱中症にお気をつけてください。
医療衛生学部一同

工事関係者の皆様いつもありがとうございます。
いよいよ６階まで建ち上がり、完成を楽しみにして
います！　医療衛生学部一同


